


2023 年度 近畿地区 床ずれセミナー プログラム 

～個々の対応から多職種協働の対応へ～ 

地域包括ケアの時代を迎え、住民が最期のその時まで自分らしく、生きてゆけるよう

に、地域の医療・介護関係者はどう連携し、褥瘡等を防ぎ対応していくか。 

 

【日時】2024年 2月 18日（日） 

【場所】奈良県社会福祉総合センター  大ホール 

〒634-0061 奈良県橿原市大久保町 320番 11  

TEL.0744-29-0111 FAX.0744-23-3339 

 

                                                   （敬称略） 

11:30～12:00  受付  

12:00～12:05   開会の辞   地区会長              加藤クリニック 院長 加藤久和 

12:05～12:45  理事長講演  「多職種が連携してどう褥瘡を予防し、対応していくか」 

高岡駅南クリニック 院長 塚田邦夫 

12:45～13:25   全国会長講演 「連携、地域の力と訪問介護の関わり」   

訪問看護ステーションめぐみ・みのり 白瀬幸絵 

13:25～13:55  休憩 （企業情報提供） 

13:55～14:25  講演 「床ずれ予防のプログラムを活用しよう」 

～多職種連携を紡ぐために～ 

桐生厚生総合病院 皮膚科 医師 岡田克之 

14:25～14:55  講演 「施設内での褥瘡予防のためのチーム作り」 

ALSOKライフサポート株式会社 

ローズライフ事業部 部長 理学療法士 眞藤英恵 

14:55～15:25  講演 「褥瘡予防の成果をあげるために地域で必要な取り組みを考える」 

一般財団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク  

代表理事 下元佳子 

15:25～15:50  休憩 （企業情報提供） 

15:50～16:20  講演 「施設、在宅を含め多職種連携のための情報共有と職種間の距離を 

近づけることの重要性」 

～ICT「宇陀けあネット」を利用しての病院看護師が中心となった 

多職種連携～ 

宇陀市立病院  副看護部長兼地域連携課長 井本英実 

16:25～16:45  意見交換会 

          「個々の力のみに頼るのではなく多職種協働で 

褥瘡に立ち向かっていくために、どう一歩を踏み出すか」 

16:45～16:50  閉会の辞 天理よろづ相談所病院 白川分院在宅世話どりセンター 

                              顧問 中村義徳 

次期 近畿床ずれセミナー会長紹介                

以上 
 

主催：日本褥瘡学会・在宅ケア推進協会 

後援：奈良県・奈良県医師会・奈良県歯科医師会・奈良県病院協会・奈良県看護協会・ 

奈良県訪問看護ステーション協議会・奈良県薬剤師会・奈良県栄養士会・ 

奈良県理学療法士協会・奈良県作業療法士会・奈良県言語聴覚士会・ 

奈良県介護支援専門員協会・奈良県歯科衛生士会・奈良県老人福祉施設協議会・ 

奈良県老人保健施設協議会・奈良県包括 在宅介護支援センター協議会 

（予定）順不同 


